
⼈間研究学域の卒業論⽂テーマ（例） 
 

⽂学部での学びの集⼤成として、先輩たちが取り組んできた卒業論⽂のテーマの⼀

部をご紹介します。多様なテーマが⽰すように、⽂学部では⾃らの興味・関⼼をもと

に研究テーマを決め、学びを深めていくことができます。 

 

哲学・倫理学専攻 

・ジョゼフ・バトラーにおける良⼼論について 

・ショーペンハウアーにおける⽣と⾃殺についての考察 

・ニーチェ「永劫回帰」の解釈可能性について 

・フッサール現象学における受動的綜合 

・『存在と時間』における現存在の本来性について 

・純粋・⼆義性・批判̶̶初期ベンヤミンにおける⾔語と暴⼒の問題 

・⼥性的なものの共同体̶̶リベラリズムを模倣する倫理的フェミニズム 

・エヴァ・キテイによるドゥーリア・モデルについての考察 

・⽣きがいとしての「遊び」̶̶有⽤性の外にある⼈間らしさ 

・内臓の⾝体論的展開可能性 

 

教育⼈間学専攻 

・愛の正体とは何か −「愛おしさ」の根源と諸相から捉える− 

・祈りの根拠に関する⼈間学的⼀考察 −なぜ⼈は祈らずにはいられないのか− 

・⽔⼦供養にみる⽇本⼈の死⽣観と⼦ども観 

・⽼婆たちはどう⽣きるか −『ハウルの動く城』を⼿がかりに− 

・描画によるコスモロジーの理解 −学校教育を通しての⾃他⼀体感形成の可能性− 

・学校現場における「わかちあい」という⼼の在り⽅ −よりどころを必要とする⽣徒への援助を中⼼に− 

・不潔恐怖症を引き起こす要因の検討 

・現代の⻘年期における⾳楽聴取について 

・夢の意味とその⽣成 

・「被包感」を育む家のあり⽅ 

・がんサバイバーにおける⾝体的・⼼理社会的負担を考える 

 


